
●プログラムについて

新事業創出イノベーションプログラム「i-HOPE」2024

2 0 2 4年 5⽉〜1 2⽉の期間で「⼭形⼤学⼈材育成プログラム「 i -HO P E」2 0 2 4

新事業創出イノベーションプログラム」を⾏いました。

本記事では、2 0 2 4年年度のプログラムの様⼦をご紹介します。

発 ⾏

2 0 2 5 年 3 ⽉10

  ⼭ 形 ⼤ 学 ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 教 育 研 究 セ ン タ ー

●尾花沢市を舞台にしたフィールドワーク

 本プロジェクトの⼤きな特徴の⼀つとして、モデル地域でのフィールドワークを1泊2⽇の合宿形式で実

施しました。フィールドワークは、地域課題と地域資源をテーマに、ビジネスアイデアを創出し、社会実

装・実証実験する場です。今年度は⼭形県尾花沢市をモデル地域として2024年7⽉20-21⽇に⾏いました。

 1⽇⽬は、受講⽣が尾花沢市内の施設を訪問し、現地の⽅や講師・メンターの⽅から、町や施設について

説明を受け、課題の本質や現場のニーズのヒアリングを⾏いました。2⽇⽬には、前⽇のヒアリングを基

に、これまで検討してきた地域課題の検証を⾏いました。各チームにはメンターが1名ずつ配属され、メン

タリングを受けながら、課題解決のためのビジネスアイデアをブラッシュアップしました。チームメンバ

ーは、異なる業種の社会⼈や教師、学⽣など多様なバックグラウンドを持つため、様々な視点から意⾒が

⾶び交いました。

 起業家精神（マインドセット）、基本ノウハウ（スキルセット

を習得し、コミュニケーション能⼒、発信⼒を鍛え、同プログラ

ムに参加している�教師、⾏政関係者、社会⼈、学⽣など様々な

バックボーンをもつメンバーでチームを組み、ビジネスプランを

構築しました。プログラムでは、⼩野寺忠司⽒、菅⽣達仁⽒、廣

川克也⽒、⼾⽥達昭⽒の4名のメイン講師を含む、多様な背景を

持つ講師から、実践的な知識を学びました。

i - HO P E通信

〇新事業創出に必要な起業家精神と知識・スキルを学ぶプログラム

〇期間は2024年5⽉から12⽉の約8か⽉間

〇隔週⼟曜⽇開催で講義⽇は全17回

ヒアリングの様⼦ フィールドワークの様⼦ メンタリング・プラン検討の様⼦
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  ⼭ 形 ⼤ 学 ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 教 育 研 究 セ ン タ ー

●受講⽣の声

123�Anywhere�St.,�Any�City

新事業創出イノベーションプログラム

「i-HOPE」2025年度受講⽣募集中
 ⼈材育成プログラム「i-HOPE」の2025年度の受講⽣を

募集しています。「イノベーター⼈材」を育成するため、

起業家や経営者による講義や課題解決型フィールドワーク

を通じ、起業・新事業創出のスキルを8ヶ⽉で習得するプ

ログラムです。詳しくは、公式HPをご覧ください。
※公式HP�:�https://yu-entrepreneur.yamagata-u.ac.jp/newbusiness

 このプログラムを受講してから、⽇常のあらゆるものに対して「なぜ？」と考える習慣が⾝につきました。

「この商品はなぜ⼈気なのか？」「なぜ売れているのか？」「価値はどこにあるのか？」「真似できることはある

のか？」と深く考えるようになり、思考の幅が⼤きく広がりました。何も感じないのはもったいないと思うよう

になり、まさに頭の造りが変わった感覚です。

 ⼈⽣の中のたった8カ⽉、69時間の学びですが、積極的に参加を続けることで必ず⾃分の⼈⽣が変わると思い

ます。ぜひチャンスを掴みにいってみてはどうでしょうか。

●最終発表会＆修了式

 2024年12⽉21⽇に本プログラム全17�回の総括として、チームで検討し

た地域課題を解決するビジネスプランの最終発表を⾏いました。発表時間

は1チーム8分。限られた時間の中に込められた熱意とアイデアをもとに、

各チームが堂々と発表を⾏いました。発表後には、審査員の⽅々から「世

界観を感じる素晴らしいアイデア」「ぜひ実現してほしい」「もう少しター

ゲットを明確にするとさらに良くなる」など、多岐にわたるコメントをい

ただきました。最後には、尾花沢市の結城市⻑より全体を通した総評をい

ただき、盛況のうちに最終発表会を終えることができました。

 2025年1⽉18⽇、⼭形市の⼭形テルサにて本プログラムの修了式を開催い

たしました。受講⽣の皆様の受講後のアンケート結果の共有や講師陣や⼩

野寺塾⻑から、受講⽣の皆様へ熱いエールが送られました。

最終発表会の様⼦

終了証授与の様⼦

 新事業創出を検討する際、コンサルタントを⼊れようかという話になるのですが、コンサルタントは新事業創

出の⽅法を教えてくれることがメインです。しかし、このプログラムでは、教育機関が運営しているので、⽅法

だけでなく、それを実現しようとするそもそものマインドや志向する習慣を⾝につけることができ、コンサルタ

ントとは異なる価値を実感しました。

 本プログラムはまさに『新事業創出するための課題』に対して、真に深掘りをした教育活動でした。全国でも

アントレプレナーシップを学べる取り組みは増えていますが、その先駆け的な存在だと感じました。

TPR株式会社 先⾏開発部 部⻑ 志⽔�利彰�さん

愛和建設株式会社 経営企画部 課⻑ 荒井�愛�さん


